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＜連絡事項＞
・電子カルテ・電算化委員会よりみんなの書類フォルダ整理の連絡がありました。保存が必要な内容のメール（給与明細、重要な連絡事項・情報等）個人フォルダに移し保存・管理していくようにしましょう。個人フォルダに関しても各領域で令和5年度分のフォルダ作成の際に、令和4年度分には個人フォルダが残っていない状態になる様整理しましょう。（期限は5/15迄）
・5/3（水）～5/5（金）のモーニングミーティングはお休みです。5/6（土）から通常通り行います。
・GWの定期薬は確認し、5/3～7日分、5/10～7日分の計14日分が処方になっています。
・本日から茶寒天が届いています。適宜必要な患者様に水分補給を行っていきましょう。
・皮膚科処置について、現在行われている処置や使用している軟膏に間違いのないよう処置内容を把握してカルテの入力や患者様への説明をしていきましょう。土井Dr.が治癒と診断した処置は指示として代行入力をしないよう気をつけていきましょう。
・感染廃棄物の分別に注意しましょう。白いBOXに針が混入していました。点滴ラインの投入もありました。抜去した留置針も素材は金属ではありませんが鋭利な廃棄物として黄色の針用のBOXに廃棄となります。点滴ラインはプラスチックの針部分を切り、黄色の針BOXに廃棄、ラインは内側に残留している輸液を廃棄して点滴ボトルと同じ非感染廃棄物への投入となります。
＜患者様連絡事項＞
・阿部　文香様～本日14:00外出。父親と本人とSWでわくわくの杜・郷の見学を実施。

道中車酔いをして、体調不良の中の見学となり、施設内の見学時には目をつぶったりしている場面も多くみられていた。知っている人を見かけて手を振るなどもしている。施設入所については、「まぁ、入ってもいいかな～」などと話している。利用料金の説明を受けたうえで、父親も入所については了承している。

書類上の手続と、区分、計画相談などについて調整を行っていくこととなっている。
＜要注目患者様＞
・馬場　勝美様～表情は硬いが、退院要求的な言動なく過ごされています。作業療法や病棟プログラムへの参加も拒否する事なく行って、支障なく過ごしています。
・民部田　和哉様～離床を促し、拒否無くホールへ移動しています。点滴施行中も作業療法に参加している。バイタルサイン異常なし。不快症状の訴えなし。
＜村上Dr診察情報・担当患者様ケース検討＞
・高橋 康満様～処方変更なし。
・中野渡 鉄男様～処方変更なし。
・十日市 利喜様～処方変更なし。
＜皮膚科診察情報＞
・阿部　文香様～四肢、両足底共に治癒傾向見られている。同処置継続。
①尿素クリーム1本②デルモゾールDP軟膏1本処方あり。
・小豆畑　裕介様～耳朶の創部乾燥し、落屑したとの事。まだ皮膚が薄い状態のため強く弄らない様Dr.から説明あり。①尿素クリーム１本②ロコイド軟膏２本処方あり。
・井上　和美様～皮膚に関しては症状軽減していると話している。①頭部②上背部～耳後部③陰部④陰部、同処置継続の指示あり。

デルモゾールDPローション、テルビナフィンクリーム1本　処方となる。
・太田　富夫様～特変なし。同処置継続。軟膏はまだありますと穏やかに話される。
・小笠原　文人様～足底の乾燥、角化はまだ持続している。同処置継続となり、尿素クリーム1本処方となっている。
・坂本　福子様～同前処置。
・平　京子様～同前処置。デルモゾールDP軟膏1本、クレマスチン2T　2×朝夕食後14日分処方あり。
・出河　攻様～同前処置。
・中村　豊様～同前処置。両足の白癬は軽減しているとの事。両足底の硬化は継続処置を要する。両足底は、尿素クリームとアズノール軟膏を重ねて塗布するよう土井Dr.から説明あり。自分でもまめに軟膏塗布していると話している。
①尿素クリーム1本②アズノール軟膏1本③テルビナフィンクリーム1本処方となっている。
